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最も有効と考えられるο 併用は 3者併用が良いとさ
~/している。 
13. 脊椎カリエス患者の肝機龍の研究
渡辺治基(国立下志津療養所〉
化学療法の進歩に依り，脊椎カリエスの治療も飛
躍的に発展した。之に伴し、その予後の判定，手術適
応の決定に於て肝機能の果す役割は大きし、。私は国
立下志津病院に於て経験した 42例の骨関節結核症
例につき，入院時肝機能状態，血沈値との関係，膿
痕壇孔との関連，化学療法処女施行前後の肝機能の
斐動，手術侵襲の肝機能に及ぼす影響等につき， 
B. S. P.， コバルト反応，カドミウム反応， 馬尿酸
合成試験，尿ウロピリン体検出等の諸検査を施行す
る事に依り検討，次の結果を得た。 
1. 入院時 42例中 28例 (66%)に肝機能障碍の
存在を認めた。 
2. 血沈値允進例に肝機能障碍を多く認めた。 
3. 膿場産孔症例に肝障碍は高度である。 
4. 脊椎カリエスの方が関節結核より肝機能障碍
が高度の様である。 
5. 化学療法施行後は障碍度が滅ず、るが， 病状に
比L，潜在性肝機能障碍が残る。 
6. 手術の影響は一過性で 6週で術前に帰る。 
14. 各種膝関節部疾患に於け~関節液の研究
新井多喜男
各種関節液，結核， ロイマ，~形性関節症，外傷
等につき Ca，Ca"，アルカリフォスファターゼ，比
重， 落下傘現象等を行し、結核で、はその最盛期に Ca
が多く Ca"が少く中間期では Caは正常より多く 
CaO' は最盛期より多いことが知れた。一般に骨破
壊がみーられるものでは Ca，P，アルカリフォスフア
タ{ゼは多くしたがってロイマ等より結核化膿性疾
患に多し、。
比重は比重差(膿汁と膿援〉で結核が少いために
化膿症と鑑別出来る。
落下傘現象で、は結核はl性なので、陰性に出る化膿湯j
症と区別出来る。 
15. 教室に於ける「シユラッテルJ氏病の治療
成績
鹿山徳男
教室開設以来，満3年を経過して私共の教室が，
その問に経験した「シュラツテノ1-J氏病患者の総数
は 61人 77肢で，それらの患者に治療として，ボー
リシグ法，自家血液注入法，安静，マヅサージ等の
保存姑息的療法，動脈注射療法，パロチシ注射療法
の以上を施行した。私は以上の患者の「レj線像を
検討して，これを I型 A，B，:rr型， JTI型の 3群に
分ちp 全治療法による綜合成績を求め，又「レj線
分類と治療法適応との関係につき言及し考察を試み
た。
〔質問〕 鈴木(五〉教授P
ボーリソグ，自家血液注射例の治癒迄の日数如
何。自分の調査経験では自然治癒を待って良いと思
う。精神的安心感を与える事が重要で，無理な手術
は，結果が良くないと思う。
〔答〕 鈴木(次〕教J愛
ボ-!)ングの効果は決して優秀であるとは思えな
し、結果を得ているο然し、主主痛を消失させる効果は一
時的であっても相当認められる。骨切除等の手術は
すべきではなし、と考える。
要するにこの疾患に対し，もう一段飛躍した治療
法の出現を期待したい。 
16. 教室に於ける「ベルテスJ氏病の治療成績
山崎保久
教室開設以来 3ヶ年に亘り外来を訪れた「ペルテ
スj氏病患者につき，臨床的並びに「レJ線的に調
査し，その疾患の様相及び治療成積の一部を検討し
報告した。
先ず当科来訪の「ぺノLテスJ氏病患者総数38名に
就いて統計的観察を行い，叉初診時「レJ線所見に
基いて，此れを 3病期に分け，圧縮期に於て，最も
高度の菱化の認められる事を知った。固定装具に依
る保存的療法は計測及び「レJ線的経追究に依り，
早期に治療を始めた者程，良好な結果を得る事を確
認した。叉ボーリング療法併用例8例と保存的療法
のみに依るものとを比較検討して，臨床的所見に就
いては有意の差は認められないが，骨頭修復機転と
云う点に於て，少くとも此れを促進する傾向が認め
られでも，此れを抑制すると云う事はな<，此処に
今後その方法同就いて改良検討の余地の残されてい
ることを述べた。
〔質問〕 鈴木(五〉教授
本症も本~的には化骨障碍と思われるが， 満足す
べき治療法はなく，今日迄の方法には疑問がある。
アルトログラブィーは行われたか。
〔答〕 山崎
アルトログラフィーを行った例もあるが，余り期
